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《山 梨 県 ホームページ》 

http://www.pref.yamanashi.jp 

 

《やまなし防災ポータル》 

http://bosai.pref.yamanashi.jp 
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救助件数 3 1 5 11 19 2 3 7 6 57

救助人員 2 1 6 16 17 3 3 5 5 58

救急件数 1 1 4 8 16 2 3 5 3 43

搬送人員 1 1 4 8 16 2 3 7 3 45

災害件数 2 2 2 3 4 2 15

飛行回数 2 7 3 3 5 2 22

災害件数 0

飛行回数 0

6 4 9 19 35 6 9 16 11 115

救助件数 2 1 2 1 3 3 12

救助人員 2 3 2 1 3 3 14

救急件数 1 1 2 1 3 3 11

搬送人員 1 1 2 1 3 3 11

災害件数 1 4 5

飛行回数 2 11 13

災害件数

飛行回数

3 1 2 4 2 10 28

143

１０月 １１月 １２月
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     緊急運航並びに相互応援協定・広域航空消防応援・緊急消防援助隊の合計件数

合計

 件 数 小 計

１月 ２月 ３月

救助

救急

火災

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

 今年度の緊急運航件数は、上記表のとおり３月３１日現在で１４３件ありました。 

 このうち、救助活動件数は県内外合わせて６９件あり、県内活動が５７件、相互応援協定等に

基づく他県への応援活動が１２件でした。 

 緊急運航件数のうち、県内での救助活動が５０％を占め、救急活動は３７％、火災防御活動は

１３％、また県外への応援活動は２０％あり、長野県、群馬県、栃木県への応援活動でした。 

３月３１日現在 
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豪雨災害等の発生時、相互の航空隊基地が水没等の被害にあった場合に緊急的に避難できる

場所を確保するため、１２月２４日に山梨県警察航空隊格納庫の現地踏査を実施。また１２月

２８日には山梨県警察ヘリコプター「はやて」が当航空隊格納庫に避難可能かの調査に来隊し

ました。消防防災ヘリ・県警ヘリの２機ともに相互の格納庫に避難可能なことが確認できたこ

とから、令和３年２月２６日に相互使用の覚書を締結しました。 

山梨県警察航空隊格納庫 「あかふじ」格納状況 

山梨県消防防災航空隊格納庫 「はやて」格納状況 
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平成１５年７月から運用を開始し、１７年間に渡り活躍してきました山梨県消防防災航空隊

公用車（スバル・フォレスター）が３月に車両更新を行うことになりました。これまでの期間、

約１８７,０００キロメートルを走行し、無事故無違反にて任務を終えました。 
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緊急消防援助隊、他機関合同訓練、場外調査等に出向し大活躍してくれました。 

新公用車は、３月に納車されました。緊急消防援助隊、人員搬送、資器材搬送等を考慮し、ワ

ンボックス（トヨタ・ハイエース）になりました。今後も無事故無違反で「あかふじ」同様に安

全走行に努めて参ります。 

県庁里吉別館にて配車式が行われた

後、山梨県消防防災航空隊に配備され

ました。 



 

 

 平成７年、山梨県消防防災航空隊発足時より、初代「あかふじＪＡ６７４８」・二代目「あかふじ

ＪＡ２２３Ｙ」を安全に牽引し続けて来ましたトーイングカーが令和３年３月任務を終了し、新ト

ーイングカーとなりました。約９,４００日間、あかふじ飛行時間、約７,３００時間の長期に渡り大

活躍して参りました。 
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旧トーイングカーは最後まで任務を全うし

山梨県消防防災航空隊基地を旅立って行き

ました。 

（旧トーイングカー） 

（新トーイングカー） 

新トーイングカーは、トヨタ・Ｌ＆Ｆとなり排気量約１３００ｃｃから約２２００ｃｃへ、牽

引能力も約２倍となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・消防職員初任総合教育訓練 
（令和２年１０月１日： 

山梨県消防学校及び敷島総合公園運動場） 

・山梨県防災新館屋上ＨＰ離着陸 
 及び上空偵察訓練 
（令和２年１０月７日： 

山梨県庁防災新館屋上 HP） 

山梨県における大規模災害発生時、「あかふ

じ」に県災害対策本部を指揮統括する幹部職

員が搭乗し、被災地を上空から視察すること

により、被災状況の把握、有効的な活動調整

を図るため、防災拠点である防災新館屋上Ｈ

Ｐにおいて離着陸訓練及び上空偵察訓練を実

施しました。 

消防職員初任総合教育学生を対象に航空隊

の紹介、活動紹介、資器材説明等を消防学校

において講義を実施しました。その後は、敷

島総合公園運動場において航空隊による救出

救助訓練を実施しました。 

・登山訓練 
（令和２年８月４日・６日：甲斐駒ヶ岳） 

・消防職員特別教育山岳救助研修 
（令和２年９月７日：山梨県消防学校） 

  消防職員特別教育山岳救助研修生を対象に航

空隊活動状況、連携活動、山岳地帯の特性等を消

防学校において講義を実施しました。 

 

「あかふじ」耐空検査の時期に合わせ、山

梨県消防防災航空隊隊員８名が登山訓練を

実施しました。数多くの事案を鑑み高山岳地

帯の特性、危険要素及び気象変化の特性を経

験することにより山岳救助対応能力の向上

を図ることができました。 

合同訓練等実施内容 
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新型コロナウイルスの影響で延期されて

いた専科教育救助科の講義を実施しました。

各消防本部との連携体制、航空隊の救助方法

等の講義を実施しました。講義中、各研修生

は熱心に耳を傾けていました。 

・雪山登山訓練 
（令和３年２月１日・２日・８日・９日： 

三つ峠山他） 

・消防学校専科教育救助科研修 
（令和３年２月５日：山梨県消防学校）    

  

・長野県危機管理部合同訓練 
（令和２年１２月１６日：甲斐市） 

 相互応援協定、広域応援、緊急消防援助隊等

大規模災害時における連携及び通信体制を確

立、円滑に遂行するために山梨県及び長野県が

保有するヘリテレ小型受信装置を使用し、情報

収集訓練を実施しました。 

 山梨県消防防災航空隊隊員８名が雪山登山

訓練を実施しました。厳冬期の救助活動は降雪

等による特殊環境下における専門的知識、技術

が要求されるため、雪山山岳地帯の特性、危険

要素及び気象変化等を経験することにより対

応能力の向上を図ることができました。 

・山梨県地震防災訓練 
（令和２年１１月２２日：富士川町） 

災害対策基本法、山梨県地域防災計画に基

づき、防災関係機関と地域住民が相互に連携

して、各種防災訓練が実施されました。「あか

ふじ」はヘリテレを活用し、情報収集画像を

現地災害対策本部に送信しました。 
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今年度は新型コロナウイルスの影響に

より他機関との合同訓練が数多く中止と

なりましたが山梨県消防防災航空隊は災

害時に備え日頃から自隊訓練、機長慣熟訓

練、地形慣熟訓練、駐機訓練等を実施して

います。今後も継続し更なる安全運航及び

災害対応能力の強化を図って参ります。 

・山梨県消防防災航空隊自隊訓練
風景 
（令和２年度中：清哲訓練場他） 

・長野県消防防災航空隊 
 長距離進出航法訓練 
（令和３年３月１１日：双葉サウス） 

長野県消防防災航空隊（アルプス）が運

航再開を目的とし長距離進出航法訓練を

実施しました。応援協定区域の調査、離着

陸方法の確認等のため山梨県消防防災航

空隊基地へ来隊しました。今後も連携強化

に努めて参ります。 
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副隊長 金丸 誠 

（峡北消防本部） 

 

救助活動      ８６件 

救急活動     ２件 

火災防御    ２７件 

その他      ０件 

出動合計   １１５件 

救助人員    ８２名 

隊員 近藤 直哉 

（東山梨消防本部） 

 

救助活動     ８５件 

救急活動     ４件 

火災防御    ２７件 

その他      １件 

出動合計   １１７件 

救助人員    ９６名 

隊員 小林 佑太 

（峡南消防本部） 

 

救助活動     ７３件 

救急活動     ４件 

火災防御    ３６件 

その他      １件 

出動合計   １１４件 

救助人員    ７６名 
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令和３年３月３１日付けをもちまして３年間の任期を無事終え、派遣元

消防本部に帰任いたしました。 

各消防本部並びに各関係機関の皆様には、航空隊在任中のご支援ご協力

に対しまして、厚くお礼申し上げます。 

派遣元消防本部に帰任後も、これまでと変わらぬご指導ご鞭撻を賜りま

すようお願い申し上げます。 

副隊長 金丸  誠  

隊 員 近藤 直哉  

  隊 員 小林 佑太  

      

 

９ 

隊員 近藤 直哉 隊員 小林 佑太 

副隊長 金丸 誠 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


